
第4回
仙台市震災復興メモリアル等検討委員会

平成25年12月20日

仙台市復興事業局震災復興室



今後の3.11のあり方・過ごし方

資料６



今後の３．１１のあり方・過ごし方検討の視点

1

＜検討にあたっての視点＞

１ 東日本大震災のあったあの日、あの日々私達が体験
し、思ったことを見つめ直す

２ 自ら被災し大変な思いをしながらも、他人に対する
心配りや心遣いをしていたという思い

３ あの日不安や心配の中で「絆」によって安心や温か
さ、優しさに包まれて未来への希望を確かなものに
することができたという思い



東日本大震災関係事例紹介



東日本大震災関係事例
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東日本大震災仙台市追悼式

○取組みの目的
東日本大震災では、甚大な被害が広範囲に及び、多くの尊い

市民の命が失われた。
震災発生から二年となる3月11日に、震災で犠牲となられた

方々のご冥福をお祈りし、ともに前へ進むことを改めて誓い合
うため、追悼式を開催

○主催：仙台市

○開催場所：仙台国際センター

※関連行事
キャンドルナイト2013
「かがやけ仙台

～震災の記憶を胸に～」
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キャンドルナイト2013
「かがやけ仙台～震災の記憶を胸に～」

○取組みの目的
震災の風化防止に向け、市民の方々がゆめを描き、新たな希望

を抱くことで復興に寄与し、新たなまちの創造を、市民や全国の
方々へ「かがやけ仙台」を合言葉に市民の皆さまの「ゆめ」を
メッセージとして発信致しました。

○主催
公益社団法人仙台青年会議所

○開催場所
勾当台公園市民広場
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３．１１星空プロジェクト

○取組みの目的
あの日のことを忘れない、あの日気づいたことを未来に繋げ

ようと有志で始まったプロジェクト。
震災が起きた６時間後の夜8時46分になったら、家族や親し

い人が集まって１時間でも数分でも、あかりを消し、亡くなっ
た人たちを思ったり、応援してくれた人たちのことを思うこと
を目的とする。

○主催：3.11星空プロジェクト

○開催場所
家庭、ライトアップ施設、屋外看板、
事務室等
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３．１１追悼チャリティー炊き出しグランプリ

○取組みの目的
炊き出しの支援の中で多くのトラブルが被災者と支援者との

間で発生したこともあり、そのようなトラブルが有事の際に２
度とおこらないよう、有事に備えたトレーニングを兼ねて開催

○主催：一般社団法人 エコ食品健究会

○開催場所：八木山ベニーランド



阪神・淡路大震災関係事例紹介
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阪神・淡路大震災1.17のつどい

○取組みの概要
震災で亡くなられた方々を追悼するとともに、震災で生まれ

た「きずな・支えあう心」を次世代へ語り継いでいくために、
ご遺族、市民ボランティア、企業、行政の協働により開催。

○主催：「阪神・淡路大震災1.17のつどい」実行委員会

○開催場所
東遊園地

「慰霊と復興のモニュメント」
を中心に開催

※ 竹灯篭の設置、雪地蔵の設置
メッセージボードの設置など
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ひょうご安全の日のつどい

○取組みの目的
風化しがちな防災意識を新たにするとともに、震災の経験と

教訓を発信し、1.17を忘れずに語り継ぐため、ひょうご安全の
日のつどいを開催。

○主催：ひょうご安全の日推進県民会議

○開催場所
神戸市、西宮市、芦屋市

《 事業内容 》
「1.17ひょうごメモリアル

ウォーク2014」
「1.17のつどい」
「防災訓練」 など
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1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」

○取組みの目的
阪神・淡路大震災の経験や、その後の様々な自然災害から得

た教訓を生かし、自然の脅威と生命の尊さや、共生の大切さを
考える「防災教育」を推進し、未来に向け安全で安心な社会を
つくるために開催。

学校や地域で防災に取り組む子どもや学生
を顕彰するコンペティション

○主催：兵庫県、毎日新聞
公益財団法人ひょうご
震災記念21世紀研究機構

○開催場所：兵庫県公館
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1.17KOBEに灯りをinながた

○取組みの目的
「灯り」に震災で亡くなられた方々を偲び、復興の願いを込

めることで、防災意識の向上や啓発を図る。
区内外の幼・保育園、小中学生が手作りした約1,300本の灯

篭で「1.17ながた」の文字を浮かびあがらせる。

○主催
1.17KOBEに灯りをinながた
実行委員会

○開催場所
ＪＲ神戸線新長田駅前広場
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神戸ルミナリエ

○取組みの目的
阪神・淡路大震災の犠牲者への鎮魂と都市の復興・再生への

夢と希望を託すとともに、様々な自然災害による被災地域との
絆交流を深め、大震災の記憶を永く後世に語り継いで行く行事
として開催。

都市と市民の「希望」を象徴する行事として、1995年12
月に初めて開催して以来、毎年開催

○主催
神戸ルミナリエ組織委員会

○開催場所
旧外国人居留地及び東遊園地
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わたしの1.17

○取組みの目的
「1月17日、あなたは何をして過ごしますか」をテーマに阪

神淡路大震災から18年となるのを前に、短文投稿サイトやＥ
メールなどを活用し広く意見を募集。

それぞれの1月17日に考えたことや行動したことなどを共有
する。

○主催
神戸新聞社

○開催場所
インターネットにより発信



中越大震災関係事例紹介
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山古志復興イベント「ありがとう広場」「追悼式」

○取組みの目的
「つなごう山古志の心！」をテーマに、亡くなられた方への

ご冥福を祈るとともに、「あの日」を想い、感謝の気持ちを忘
れずに、さらなる山古志地域の復興を目指す。

○主催
山古志住民会議
長岡市

○会場
山古志体育館
（駐車場・大アリーナ）



中越大震災関係事例

13

川口復興イベント「SONG OF THE EARTH」

○取組みの目的
新潟県長岡市川口（当時は川口町）にて中越地震からの復興

を願い、地元の若者たちと共に祈りのキャンドルを灯し、また
ライブなどを含めたイベントと追悼式典を開催

○主催
S.O.T.E実行委員会
NPO法人
にいがたからみんなえがおに

○開催場所
川口運動公園
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川口きずなマラソン

○取組みの目的
地震に負けない地域住民の絆をフラッグに託して、そし

て東北の被災地にエールを送ろうと川口の全地区が参加し
て行われた大イベント

第1回は最年少2歳から最年長89歳のおばあちゃんまで、
延べ300人を超える参加者がフラッグをリレーした。

○主催
長岡地域復興支援センター
川口サテライト

○開催場
旧川口町全域
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論 点

① ３．１１のあり方とは？

１）3.11をどのような日と位置付けるべきか？

２）3.11という日の教訓を広く共有・発信するためには
どのような仕掛けが必要か？

② 今後の３．１１の過ごし方は？


